
第 1 章 地球温暖化の概要 
 

1-1 地球温暖化のメカニズム 

太陽から地球に降り注ぐ光は、地球の大気を素

通りして地面を暖め、その地表から放射される熱

を水蒸気、二酸化炭素、メタンなどの温室効果ガ

ス※1が吸収し大気を暖めて気温を約 15℃に保っ

ています。 

IPCC※2（気候変動に関する政府間パネル）の

第 4 次評価報告書（2007 年）によれば、1750

年以降の人間活動の結果、二酸化炭素やメタンな

どの温室効果ガスの大気中の濃度が増加してお

り、それが地球温暖化に影響を及ぼしているとさ

れています。 図 1-1-1 地球温暖化の起こるしくみ（出典：JCCCA）

 

                        

1-2 温室効果ガスの概要 

地球温暖化の原因となる温室効果ガス（地球温暖化対策の推進に関する法律※3で定められたもの）

には以下のものがあります。 

 

温室効果ガスの種類 人為的な発生源 主な削減対策※ 
地球温暖化

係数※ 

二酸化炭素 

（CO2） 

産業、民生、運輸部門などにおける燃料の燃焼に

伴うものが全温室効果ガスの9割程度を占め、温

暖化への影響が大きい。 

このほか、セメント製造、生石灰製造などの工業

プロセスから発生。 

エネルギー利用効率の向上やライフスタ

イルの見直し、エコセメントの普及など 
1 

メタン 

（CH4） 

稲作、家畜の腸内発酵などの農業部門から出るも

のが半分以上を占め、廃棄物の埋立てからも2～

3割を占める。 

ごみの直接埋立ての縮減、ほ場の管理の

改善、家畜の飼養管理技術の確立など 
21 

一酸化二窒素 

（N2O） 

燃料の燃焼に伴うものや農業部門からの排出が

それぞれ3～4割を占める。 
高温燃焼、触媒の改良など 310 

ハイドロフルオロカ

ーボン 

（HFCs） 

エアゾール製品の噴射剤、カーエアコンや断熱発

泡剤などに使用。 

回収、再利用、破壊の推進、代替物質、

技術への転換など 

140～

11,700 

パーフルオロ 

カーボン 

（PFCs） 

半導体等製造用や電子部品などの不活性液体な

どとして使用。 

製造プロセスでの回収等や、代替物質、

技術への転換など 

6,500～ 

9,200 

六フッ化硫黄 

（SF6） 

変電設備に封入される電気絶縁ガスや半導体等

製造用などとして使用。 

（絶縁ガス）機器点検時、廃棄時の回収、

再利用、破壊など 

（半導体）製造プロセスでの回収等や大

体物質、技術への転換など 

23,900 

※主な削減対策は、将来的な技術開発の結果見込まれるものを含む。 

※地球温暖化係数は、地球温暖化対策の推進に関する法律施行令による。 

表 1-2-1 地球温暖化対策の推進に関する法律の対象となる温室効果ガス 
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1-3 地球温暖化の予測 

1906 年～2005 年の傾向では、地球の平均気温は 100 年あたり 0.74℃上昇しました。今後、

温室効果ガス濃度の上昇の結果、2100 年の気温は 1990 年からさらに上昇すると予測されていま

す。IPCCの第 4 次評価報告書によると、温室効果ガスの排出量が最も少なく抑えられた場合でも平

均 1.8℃（予測の幅は 1.1℃～2.9℃）の上昇、最も多い場合は 4.0℃（予測の幅は 2.4℃～6.4℃）

の上昇と予測されています。 

 

 

1-4 温暖化がもたらす影響 

地球温暖化による影響は、気温や降雨などの気候要素の変化を受けて、自然環境から人間社会にま

で、幅広く及ぶとされています。 
  

なお、気温の変化に伴う影響は、適応の程度、気温変化の速度、社会経済の経路によって異なりま

すが、IPCCより平均気温が最大5℃上昇した場合の影響事例が示されています。 

 

1980年～1990年に対する世界年平均気温の変化（℃） 

 
○ 21世紀の世界平均地上気温の上昇量の違いに対応した気候変動（及び関連のある場合は海面水位、

大気中の二酸化炭素濃度の変化）から予測される世界的な影響の例示。 

○ 黒い線は影響間のつながりを表し、破線の矢印は気温上昇に伴い継続する影響を表す。 

○ 文章の左端がその影響が出始めるおおよその位置を示すように、事項の記述が配置されている。 

                          （出典：IPCC第４次評価報告書統合報告書） 

表1-4-1 世界平均気温の変化に伴う影響の事例 

 

 

 

 

 

1-5 国内における地球温暖化の影響 
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日本における地球温暖化の影響は、これまで様々な調査により、気候、生態系、都市環境、人の健

康など幅広い分野において、今後の予測結果が示されています。 

 
○図中の太字の文字で示された事象は，気候の予測結果を用いた影響予測研究を示す（気候予測には複数の気候モデルの結果を含む） 。 

○図中の細字青色の文字で示された事象は、過去の変化からの推定などによる研究結果で、気候予測に基づく将来予測ではない。 

○破線は、気温上昇に伴い影響が継続することを示す。 

 

※各項目備考については下表のとおり。 

 

（出典：世界が温暖化対策を講じない場合の被害コストについて 独立行政法人国立環境研究所） 

表 1-5-1 温暖化の日本への影響 

 

 3


